




Toward barrier-free the language learning: Computer Assisted
Chinese Language Learning for Japanese visually impaired students,
with Text- to -Speech technology
Noriko YANO・Masataka SAITO
Abstract
Japanese students with visual impairment trying to learn Chinese will encounter some problems. The
aim of this work is to improve the educational environment for these students. Therefore we have used TTS
technology to make a bilingual dictionary and a computer-readable textbook. Our investigation examined
three content-related concepts: a database of the pronunciation of words in the two languages, switching be-
tween different TTS voices, and explanations that are comprehensible for listeners. However, as our educa-
tional materials were derived solely from existing components or ideas, Japanese visually impaired students
do require a more efficient educational methodology.
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例：wo3 xiang3 da3 wang3 qiu2．（私はテニスがしたい）














































































































⑸ 音声図書の提供としては、1971年発足の電子図書館 Project Gutenbergの試みが参考になる。Project Gutenberg
には human readの Audio booksが400点余と、computer generatedの Audio books400点余が提供されている。
⑹ 従来、漢字は象形文字（ideogram）と呼ばれていたが、現在では、漢字は形のみでなく語も表現するので、
表語文字（logogram）と言われている。
⑺ 岐阜聖徳学園大学外国語学部の学生（2011年当時）、今井実希氏の教示による。
⑻ 簡体字の習得を学習目標に設定するのであれば、立体コピーによる教授などが考えられるが、特殊な機器が
必要であるので、今後の課題としたい。
⑼ このほかに、視覚障害をもつ学生が興味をもつ単語としては、マッサージや針灸などの技能に興味をもつ学
生が比較的多いことから、身体部位の細かな名称などが挙げられる（前掲、今井氏の指摘による）。
⑽ とくに、TTS Voiceの言語ドメインを表すコード番号を知ることが必要である。日本語は411、中国語（PRC）
は804、英語（U.S．）は409である。
⑾ 中国語では第3声のイントネーションが連続した場合、2種のイントネーション変化がありうる。①最後の
第3声の直前の第3声のみが第2声になる。②最後の第3声の前の連続する第3声がすべて第2声になる。
60 矢野賀子 齊藤正高
本稿では②の変調を行った。なお、不（bu4）と一（yi1）も変調するが、これらの変調については、プロ
グラムとしては対応せず、入力データを変更する手法をとった。
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